
日本に必いては‘計算機の開発に本腰を
入れ始めたのか 1950年頃て、1952 
年に電気試験所 (現電子|苅布総合研究所)
によるETL-Mark 1:がリレーを用
いた最初の自齢計算犠として完成されてい
ます。これはFACOMI00、FACO
M128として商品化されますが、トラン
シスタなどの出現により聞もなく姿を消し

聖書 11ました。 電子計算後として最初のものiま冨
IH士フィルム工業か1957年に完成させた
11' Fu j i cですが、 商品化には至りまぜん
日 でした。 1954年に発明されたパラメト

第2章 (全6章 削 I 1 ~ 一一- uー}1
ハートウェアの歴史 11.-=アーi日 γ.jr 二「
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写真3・2・25

ジスタなどの出現により間もなく姿を消し
した。電子計算機として最初のものは富
士フィルム工業か1957年に完成さttた
Fu j i cてすか 商品化には至りまttん
てした。 1954年に発明されたパラメト
ロンにより 1957年電電公社電気量信
研究所てMusashino一1、195
8年東京大学てPC-1:が作られます。 1
959年以降に目立がHITAC101、
日本電気かNEAC1101、更に富士通
がFACOM201:を商品援として世に出
します。

写貰3-2-26

パラメ }ロン。十算織は数年でトランジス
タ計算機にとって代わられます。日本初の
トラノJスタ計算機は1957年電気話駿
所のETL-Mark 3であり、195
9年に目立 日本電気がそれぞれHITA
C301 NEAC2201を完成さttま
す。この後 商品機として日立、日本電気
富士通 ，中電気、 東芝などがつぎつぎとコ
ンビュータを完成させ、今日に至っていま
す。
マイクロコンビュータの分野では日本電
気のTK-80:IJ¥"1976年に、シャーブ

写室:l-2・27
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第2i量 (全6章)
ハートウ工アの歴史
フレーム 9 全97~-4)
日本のコンビュータの歴史…2
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ノピュータはただ単一の作業のみを行
う機微てはなく、入闘が必要な手順を与え
τやることによって、 係 な々内容の作業を
処理することがてきます。これがブログラ
ムとよlまれるものて このプログラム及び
ブロクラム妓術を指して、 ソフトウ工アと
呼ひます。ハートウ工アとしてのコンビ1
-タの霊湯以来、ソフ卜ウ工アi陪=常にハ一

I ~ コンピユ一タの高度な利用環境1が戸必要と.劃| されているため、ソフ卜ウ工アがハ一ドワ
E劃| 工アに性能の要求を求めている挟況となつ

(匂全釣6章正;- 1 1μ(μ山山回山~Jl附u .1 1 |い! 
I，r :.~ 

(全5丸-4)

~3章
ソフトウ工アの歴史
フレーム O

3嘗入

第3章
ソフトウェアの歴史
フレーム o (全57トム)
導入

処理することができます。これがプログラ
ムとよばれるものて このプログラム及び
ブロクフム妓術を指して、ソフトウ工アと
呼ひます。ハードウ工アとしてのコンビュ
ータの登湯以来、ソフトウェアは常にハF

ト.ウェアの後を追ってきましたが、現在で
はコンビュータの高度な利用環境が必要と
されているため ソフトウェアがハードウ
エアに性能の要求を求めている状況となっ
ています。そのソフトウェアのハードウェ
アに勝るとも劣らない発展の歴史をみてい
きましょう。

- 9~) -

写真3・2・28
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ENIACのほ合は プロクラムt:tホー
卜。上の自己認によってhわれていたため そ
の自己t早の状態点、ソフトウェアであるといえ
ます。よって別の作業を行うためにブロク
ラムを歪更するI場合は 大量の面改患の差し
倹え(実際にt:tスイッチ1釘午)を行わねば
ならず コンビュータを白星力計算緩の面か
ら見れは ENIACはかなり入の手を煩
わすものです。

写真3・2-31 
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0100101 1 H この後発表きれたEDVACやEDS
11101011 ρ何- I ACtにごlはま超音波遅延線という記憶装置が用
01日!QIQQQ f 、¥| いられ そこに樹麗書としてブロクラムを
6油8引?引!8剖O(6-，j 蓄諒i積貢させ白る形防を枇とhつて引いま綜す。パこれ削はは、フ+: υ叫 |才心か………ン〉山~一=り引一ノパ川一イ将マ

、"---"ノ | 憶方式をl係重用したモもJので、現在のコンピ1
I "ータまてのほとんとがこの方式を採用して

JUMP _ 1'1います。
~、\ | この儀櫨~t:tコ ンビュータが直悔按す

CALL ((J ，/ る唯一のことばであり、コンビュータにと
ADD ¥- JI つては非常に都合がよいのですが、ブログ

、-./| ラムを書く慣IJの人聞にとっては貰えにくく、

第3章 (全6章 li-rENU I I~ 
ソフトウェアの歴史 11.....，，:..，-_-ーi庁 τ '1 

44笠zJ7M)||lZ記凶
写裏3-2・32

ラムを書く情11の入聞にとっては覚えにくく
使用するときに非調凶0・非本質自ザょ苦役
を強いられる言語てす。そこで、このよう
に煩雑なブロクラムを作成する作業自身も
そのてきるだけ大きな部分をコンビ1ータ
に肩代わりさせる工夫かされました。
その第l段階がアセンフラ言書と附まれ
るものです。これは、機循語のある1命令
に対応して、人聞か理解しやすい言葉で表
せるように すなわち翻鼠を与えたもので、
記憶装置の割り当ての自動化なども目的と
されています。 これにより、ブログラミン

使〉

C 
+: 
JUMP 
CALL 
ADD 

写E.::l・2-::l:i

ー100-



CALL 
ADD 

f主的IflftJ 全情) I は~~l

おと:ラJU1出国

を3主いられる言Eです。そこで、このよう
に煩維なブロクラムを作成する作業自身も
そのできるだけ大きな部分をコンピュータ
に肩代わりさ世る工夫かされました。
その第l繍がアセンブラ誌と昭和
るものです。これは、後偏言のある1命令
に対応して入聞か理解しやすい言葉で表
せるように すなわち富鼠を与えたもので、
記憶装置の割り当ての自動{じなども目的と.
されています。これにより、ブログラミン
クする人聞の負担iまずいぶん嵯くなりまし
た。

空〉

C 

633!?1 86 
+: 
JUMP 

写真3-2・34

写真3-2・丸

アセンブラ言語はまだどちらかといえば
樹高尚きの言葉てあり、コンビュータの纏
種か異なるとその機種に合わitてブログ
ラムを書きかえなけれttなりまぜん。そこ
でさらに人間語に近い、 しかも纏種が異な
っても細部を隊いては同じ言葉でブログラ
ムてきるように工夫されたのがコンパイラ
言語と呼ばれる一群の言語です.コンパイ
ラ言説コンビ1ータ第2世代において作
られています。
科学均気有計算向けのFORTRAN、A
LGOL、事務処理向けのCOBOL、入

いkd
 
全

一

殴
一
m
3
諸問一一一
一一

(全6章)

言語と日干はれる -~の言語です.コンパイ
ラ言g/;tコンビュータ第2世代において作
られています。
科学1新制計算向けのFORTRAN、A
LGOL 事務処理向けのCOBOL、人
工知能向けのLISP、PROLOG、シ
ステム記述言言てあるC、汎用のPL/I
FORTH、その他、PASCALやパー
ソナルコンビュータにとくに多く用いられ
るBASICなと、 使用目的ご応じて篠々
なコンパイラ言書がこれまでに至る所で使
われています。

写真3 ・ 2 ・~{ì
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第3章 (全6章)
ソフトウェアの歴史
フレーム 4 全571.，-4)
才ぺレーテインクシステム

オぺレーテインクシステム (Operat i ~
5~后tem) t;t計算綾システムの利用者と計算
機ハートウェアの中間にあり、 CPU、記
憶装置入出力装置、及ひ情報と さらに
ブロクラマやオペレータなとの人的資源ま
てをも含めたシステム資源を管理するブロ
クラムとテータの集まりの紙淋です。オペ
レーティングシステムにより、計算燦シス
テムの利用効率を向上させ、計算機を使い
やすくしています。
オペレーティングシステムの最初のもの
としては、 1956年にノースアメリカン

開閉1里~f: コ三月ヨj

r--

としては‘1956年にノースアメリカン
航空会社によって開発された 1BM70 
4用FORTRANモニタシステムがあり
ます。また 多くのユーザーか岡ーの計算
機を岡崎に使用し、それぞれの作業の実行
を対話式に行う処理(タイムシェアリンク
処理)のシステムとしては、MIT(マザ
チューセッツ工科大学)のブロシ.工クトM
ACのもとに開発されたCITTが、その
最初のものです。
第2世代以降のソフトウ工アの歴史倍、
まさにオペレーテインクシステムの発展の

、フ常 ァの歴史(全6章) 同型-1 1 LP ' 

叫んクJ1由三J~ 引| 惨

- ・ー .-.-..... ・・ ....•. ・.
・・・・ ・・・・・・ ・・ー ・・........・......

: ~ C 

第3章 (全6章)
ソフトウェアの歴史
フレーム 4 全 57~-4)
オぺレーデイノクシステム

‘止さに才ぺレーテインクシステムの尭展の
歴史であるといえるてしょう。
大型のコンビュータは、それそれの機種
独自のイ♂レーアインクシステムを待って
いることか多いですか ミニコンビュータ
用のォーレーナインクシステムとして有名
なのかAT&T"'.Jli研究所のUNIX、マ
イク口コノビュータ用としてはマイク口ソ
フ卜社のMS-DOS、MS-OS2、デ
シタルリザーチ社のCP/M、マイクロウ
エア社のOS/9なと力、よく知られていま

句 102-

写真3・2・37
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~3章 (全6章)
ソフトウェアの歴史
フレーム 5 全57~-/' )
宗3世代以F査のソフトウェア

第3章 (全6章)
ソフトウ工アの歴史
フレーム 5 全571，-/，)
第3世代以F置のソフトウェア

オミレーテインクシステムの充実と体系
化により 4慢の階層制御と侃想化が進め
られ 尚信回線の利用によるオンラインリ
アルタイムシステムか実用化されます。と
ともに TSS (タイムシェアリンクシス
テム)が普及し コンビュータシステム全
体の大規傾化に加えて、池末でのコンビl
f タの利用がされていきます。
そして コンビュータは分散処理方式へ
と移行してゆき ネットワークアーキテク
チュアの重要性か問われるようになります.
さらに 以上のような点から計鱒纏システ

タ

られ、 i角i~回~~の利用によるオシラインリ
アルタイムシステムか実用化きれます。と
ともに TSS (タイムシェアリングシス
テム)か苔及し、コンビュータシステム全
体の大規傾化に加えて 池末でのコンビ1
-タの利用かされていきます。
そして コンビュータは分散処理方式へ
と移行してゆき ネットワークアーキテク
チュアの重要性か問われるようになります。
さらに、以上のような点から計算媛システ
ムの開発の問題はソフトウェアに移行して
ゆきます。

現在のコノピュ タのハートウェアとソ
フ|ウェアの性能をみていきましょう。

ー10:3・
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ー・園面目=岨

阻 止己ニ到
，ミニコンビ1ータ・ EWSI

~4. 全6車)
I電在のコンピュータシステム
ヌレーム全671.-4)
ハードウ工

1 G I ，113 1 ~1 。口

~4章(主6章)
1Il在のコンピ.1-タシヌテム
フレーム 2 宝67L-4) 
ンビュータ

ンピ。1ー少を大雑把に分婚すると、汎
用コンピ1ータ‘ミニコンピュータ ・EW
S弁オフィスコンビュー夕、パーソナルコ
ンビュータの四つに分けられ、またその性
能ゃ価格によってさらに細かく分けられま

企J買手の他の組溢I事で一般業務処理と-
~の科学l主持I f:t鱒など大部分の用虚iご広く
使われるコシビュータのことて コンビュ
ー守といえl;，t昔l昼、?れのことを指します.
こ111:1、その規律により超大型・大型A(
耳目価棺5僅円以上) 大型8(2.5軍円
以上5僅円未i義) 中型A( 1 t!円L:.L上
2.5憧円未荷) 中型8(4000万円以
上11重円未，;l) 小型(1000万円以上
4日日D万円未i齢、超小型(1000万
円未満)に分けられています。
IBM社の超大型コンビュータ IBMシ

‘ニ11(j イの純liilこJ りJß~型 ・ *.M.A ( 
!tl(ilM&5臣円以土)、大型8(2.5置円

Lti51!円未~) 中型A( 111円以上
2 .5信円1-~) 中型8(4000万円以
上l億円未荷) 小型(1 000万円以上
4000万円未満上 世l、型(1000万
円未冶)に分りられています。
IBM社の超大型コンピュータ IBMシ
ステム3090-600Eなどがそれで、
このコンビュータロCPUが6台、 IM-
DRAMをld厳し.価格は32憧5000
万円です。

" 
ー104・
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H I T:士，C

2百4量[全6箪)
1見直のコ jピュータシステム
フレーム 4 主671・ω
:tコィスコノドュータ

']こ'と!gl...てOfは:ttます。汎用コ二J
l ータト:tMる超小生}僚と;副司されがち
ι'.Jか‘ミヱコンビュータ11汎用コンビュ
ータのよウ(; .)のまとまったシステムを
l高庇するこtを前1&とせす、多くの制復義
なとの備底部分としたり、入出力綴器を
自由にj告十して組み合わせることの多い潟
字|吉伸j研究用として作られていますa
晶Eの電子I~w)による高性能化に与り
$1車速度なとか，凡用コンピュータ並あるい
11それは上のものか作られていますが、そ
れら11スーパー・ミニコンなどとよばれ

十円ータにおける必'ト型機じ毘同されがち
てすが、 ミニコンピ~-タ11λ凋コンビュ
ータのようにーつのまとまったシステムを
情庇ぜることを前1Mとぜず、多くの制信蓑
な)--11.)/高~~ß7うとしたり、 入出力纏器を
自由に設計して組み合わ廿ることの多い潤
学拍車l研究用として作られています.
最近の電子|責術による高性能似とより
湾毎速度なとかA用コンビュータ並あるL
はそれは上のものか作られていますが、そ
れら1;1ヌーI~- • ミ ιコンなどとよばれ
1棺の科判姉j計賞などに力を発指します.

-I O~-

写立3-2-4fi

勺.立:i-1・17
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-)v.Jンピュータに相当する粗製英語で
。オフィヌて 般事務機憾と同篠に用い
ることがてき 専門のコンビュータ要員を
必要としない4000万円未満のコンビュ
ータてあるとされています。動liJま篠能の
高度化によって 単独使用とともに他の大
型機とオンラインで結合して使用されるこ
とが多くなりました。 750万円以上のも
のが大規僕オフコン、300万円以上75
0万円未治のものを中規模オフコン、30
0万円未満のものを小規模オフコンと区別

HIT.A.(; し-7C! 11 されています。

2巨4章 (全6章)
珂在のコンビュータシステム
フレーム 4 全67凶) 11. HELP 1.. ~ r _. I て- 11. 写糞3-2・49
オフィスコンビ1ータ

2巨4章 (全6章)
現在のコンビュータシステム
フレーム 5 全67!，ーム)

J~-ソナ)vコンビュータ

第4章 (全6章)
現在のコンビュータシステム
フレーム 5 全67トム)

J~-ソナルコンビュータ

般にパソコ1ノと略して附まれています。
マイクロブロセッザの発達により、企業で
の個人(ーヌの利用や家庭での利用を目的
としたパーソナルコンビュータが普及して
います。 これは規慢は小さいながらも入出
力装置や福助記憶装置など、 汎用コンビュ
ータ亜の機器情戚を備えたもので、テータ
処理の核となるCPUにt;t16ヒ、ツ卜 ・3
2ヒットマイクロブロセッザがあ溜ご使わ
れています。 l 台2 0 ~ 100万円のもの
をあ75に 、 2~3万円のホビー用のものか
ら恕百万円のものまでと幅広い価格帯を持

力装置や鴻助』憶装置など.汎用コンビュ
ャタ並の機器情戚を備えたものて、データ
処理の核となるCPUtこは16ヒット ・3
2ヒットマイクロブロセッザかあ荒に使わ
れています。 l 台2 0 ~ 100万円のもの
を王流t~ 2 ~3万円のホヒ一周のものか
ら抜百万円のものまでと幅広い価格帯を待
っています。
IBM社の18M/PCシリーズや、ア
メリカ・APPLE社のものなどがありま
す。 日本では、日本電気がほlま独占的にシ
ェアを占めています。

ー10ri-
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~4章(主6章)
現在のコンビュータシステム
フレーム 6 全67H.)
ソフトつI

IfHr A 1 (八]J日依.nrt i r .cial 
Inl・屯11.¥-1':向':':)1)・.ê~宇iご発展しています.
. f1IJ 八聞の畑t働~(問盟防次、隠語
学白々 と)~d量自白したコンビュータ緩衝全
.~を Kiし . モの開是方法として
1.脳の仕組みをまねる生理柏手法
2. 1しの動きをまねる心理学的手法
3.擁織の仕組みを活用する工学的手法
の三つがあ的ます。アメリ力でAI;が量唱
した 1985年にはまた理謝悦段階に止
っていましたか 1986~に入って予
吻~I;:阜〈実用化の段階に入り、工キスパ

:tWiと)を栂蝕したコンピ1ータ妓街全
慣をl旨レ、その関全方法として
1.魁の仕組みをまねる生理学的手法
2.心の盛胞をまねる心理判9手法
3.機憾の仕組みを活用する工学的手法
の三つ力‘あります。アメリカでAI;が量唱
した 1985年iこUまた理論猷肉腫曜に止
まヮていましたか 1986~手に入って予
想升に早く実用化の段鰭に入り、エキスパ
ートシヌデムや自制献システム、気叢ロ
ポットなとの代表自ザょ分野での、今後のめ
ざましい発展か噺奇されています.

tMIi処i里ι、コンピ1ータの関直をみて
いさま I"，~う .ζの.で11 、 情縛処理かコ
jピユ"タに委ねられてとのように社会か
玄f);>たか、そして.どのような新しい情
報かコノビュータによって生み出されたか
を学習じます。また、コンビ1ータによる
情報処理にとのようなむのか.あるのかにつ
いて‘そのいくつかをみていきましょう.
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第5章(全6章)
情報処理とコンビュータ
フレーム 2 全87H.)
情綴処理におけるコンビュータの和Jc5

ノドュ タか、その自~の発展により
tMIiを処理主るという作業を人闘に代わっ
τ行えるようになりました。 すなわち 人
間の大脳によって行われてきた情報処理の
一部とくに情報を£憶・検索したり、ま
たその椅綴を加工して、より価値のある情
報にするといった作業を、コンビュータに
任せることかてきるのです。

I 11・勺ttMIJW¥J!を行う際の利点
U 1 r ，~;， l'~ -( t.うという》とてす。情
彬やす べ1・~~，'~.d， I ~~，~ l1i冒険え その12号
IA出の加U"IJうわい <>tか これら隠す
工 "~r~' f:のレベルC-irわれるため 人闘が
躍:iL毛i古Jりも lよるかに高速です。
j欠に "， f~の仏総を鍛えるということも
乎いられまJ。人間ては、£憶に限界かあ
り、ある定I:，lUJ同時に保存・処理でき
ません。寸ツピ1 'yにも限界はないこと
lよないのでJか人闘のそれとは比べ糊ご
たりません。また、」憶寄量l:tl望通的tご無

なりません。また 記憶容量l:t理謡酌に禦
限大て先の高速性から情報の検索なと
も素早く行えます。
また 確実てあるといえます。入闘であ
れは 必ずといってよいほとミスを犯しま
すが、コンビュータには間違いは存在しな
いのて、いつでも確実に情報を処理できま
す。コンビュータにおいてごく稀にある間
違いは、必ずといってよいほど入法泊γょミ
スかその裏にあり、万が一ミスがあっても
コンビュータはそれを高い確率で自己発見
.修復働カ司能です。

|己L叫!判
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